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SAKUJI TANAKA

RI会長メッセージ

イチバン

A Message from President

朋友ロータリアンの皆さん、ロータリーは、国際的な組織

ですから、海外を訪れる時には、通常、英語で話します。

とはいえ、私が英語の試験を最後に受けたのは大昔のこと

で、エバンストンでは、通常、日本人の通訳が付いています。

会議では、一言一言を理解することがとても重要ですし、

また、私が言うことを職員にしっかりと理解してもらうこと

も大切です。

自分の日本語を英語で聞く新しい経験

自分が話した日本語が、英語でどう表現されるのかを聞く

のは、私にとってまったく新しい経験で、今でも興味深く感

じています。英語で自分を表現する新しい方法を知り、また、

日本語をまったく話さない人の感覚を少しつかめたような気

がします。

しかし、一番興味深かったのは、会長エレクトになったば

かりのころ、ロータリーの職員との会議をもった時のことで

した。確実にコミュニケーションを取るため、日本人の通訳

が一緒でした。私が日本語で話し、それを通訳に英語にし

てもらいました。とても和やかで、実りの多い会議でした。

会議の後で、一人の職員が私のところに来て、次のよう

に聞きました。「田中さんが日本語で、何度も“イチバン”

という言葉を口にされましたが、“イチバン”とは一体、ど

のような意味なのですか」

何をもたらすことができたか

そこで私は、日本語でイチバンとは、哲学的な言葉でも、

複雑な概念でもなく、単に一番、つまり「最善」であること

だと、彼女に説明いたしました。

しかし、私は少し考えました。私はたくさんの言葉を使い、

彼女もたくさんの言葉を耳にしたはずですが、その中で彼

女が最も耳にした言葉が、「イチバン」だったのです。私は、

自分が「イチバン」という言葉をそんなに多く使っている

という自覚はありませんでした。しかし、ロータリアンと

して、また国際ロータリーの会長としての役目を果たす上

で、この一語、つまり「イチバン」であることは、自分に

とってとても重要なのです。

私にとって、ロータリーの奉仕とは、まさに最善を尽く

すこと、できる限りの「イチバン」になることを意味して

います。自分のためではなく、人のために最善を尽くすこ

と、社会をよりよくするために、できる限り高い目標を持

ち、それを達成することです。

和英辞書で「イチバン」の意味は「best」としか書か

れていませんが、ロータリーでの「best」はほかの意味

もあります。それは、あらゆる物事を、「超我の奉仕」の

観点で見ること、私たちが「いくらお金をかけたか」では

なく、「何をもたらすことができたか」に目を向けること

を意味しています。このように考えれば、もっとがんばろ

う、という気持ちが湧いてきます。ロータリーの奉仕が「イ

チバン」となること、すなわち「奉仕を通じて平和を」築

くために、できる限りの力を尽くすことが私たちの仕事な

のです。

2012-13年度 国際ロータリー会長

田中　作次
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ガバナーメッセージ A Message from Governor

2012-13年度 第2640地区ガバナー

北中　登一

作家の川端康成は、ノーベル文学賞受賞記念講演のおり、道元禅師の言葉を引用され、『春は花 夏ほととぎす 秋は月 冬

雪さえて すずしかりけり』と、日本の四季折々の変化に富む美しさを紹介されましたが、待ちに待った花の季節がやって参

りました。

桜というのは、日本人の心そのものであります。武士道精神であり、『超我の奉仕』を目指して日々活躍されているロー

タリアンの魂そのものでもあります。

『超我の奉仕』と言えば、先日、国際ロ－タリー田中作次会長から、世界でも僅か 150 名足らずという『超我の奉仕賞』

を当地区のパストガバナー米田眞理子氏が受賞されました。まさに快挙であり、ここに改めて心からお喜び申し上げる次第で

あります。これからも地区のリーダーとして、更に世界のリーダーとして、ご活躍される事を期待して止みません。

時は今、NHK 大河ドラマは同志社大学の創設者･新島襄の妻の八重の話、『八重の桜』が放映されています。会津出身

である八重は、会津藩校｢日新校｣の｢什の掟｣を忠実に守り、いかなる理由があろうとも、『ならぬものはならぬ』として、そ

の信念を貫かれた事は、つとに有名ですが、まさに米田パストガバナーは平成の『八重』に匹敵する女性と申し上げても異

論が無いでありましょう。その活躍振りは、我々の誇りとする所であります。

3 月 9 日から10 日にかけ、久保ガバナーエレクト指導の PETS が開催され、愈次年度に向かってのテープが切って落と

されたのであります。サン・ディエゴで開催された国際協議会の状況説明に始まり、次年度の RI テーマ、『ENGAGE 

ROTARY　CHANGE LIVES』の解説は、さすが国際的感覚を備えたガバナーエレクトだけに素晴らしく、次年度クラブ

会長のやる気を起こさせるに充分でありました。又 2013 年度から始まる『Future Vision Plan』について、懇切丁寧に

次年度 R 財団委員長大森氏から説明があり、ようやく明かりが見えてきたなとの感を深くしました。

3 年前に財団に寄付した浄財の四分の一が新地区補助金として使用可能となり、新地区補助金については、クラブが申請

すれば、地区の裁量で交付されるという、非常に便利なものになりました。従って各クラブにおかれましては、次年度の奉仕

活動にはぜひこの補助金を最大限にご活用戴ければと願っております。

更に17 日には地区チーム研修セミナーが開催され、次年度の各地区委員長始め、委員の皆様方から、次年度への抱負

が熱く語られておりました。新しく就任されるガバナー補佐とともに、久保年度を盛り上げて行くに大きな原動力となりましょ

う。

さて今月は、雑誌月間であります。月刊雑誌『ロータリーの友』は、ロータリアンにとり、必読書であります。新入会員には、

ロータリーの『いろは』を学ぶに事欠かず、一年間の熟読で大体、ロータリー

の本質について理解する事が出来ます。

『知行合一』という言葉がありますが、ただ理解するだけでは半人前で、直

ちに行動を起こす事で、一人前のロータリアンとなりましょう。また、経験豊

かなロータリアンにとっても、新たな奉仕活動をする際の良き手引き書となり、

更に『THE ROTARIAN』を読む事で、世界中のロータリアンの活躍振りが

一目瞭然に分かります。英語版、ロータリーの友も年に二回、発行されてい

ます。海外のロータリアンに恵贈する事で、友情が深まるきっかけにもなりま

しょう。忙しくて読む機会がないとの声を耳にする事があります。それは努力

が足りないからです。電車の中で、お昼休みに、或いは寝る前に目を通す時

間はいくらでも作ることが出来ます。豊かなロータリー人生を送るためにも、

『ロータリーの友』を読む習慣をつけたいものです。

皆様方のご活躍を祈りながら。
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ロータリー・モメント

ロータリーの友　編集長

二神　典子

Words

『ロータリーの友』は、1953（昭和 28）年 1 月に創刊、今年の 1 月、創刊 60 周年を迎え

ました。『ロータリーの友』は、その時、その時のロータリー話題や情報を掲載していますから、

創刊号から最新号までをたどってみますと、ロータリーの移り変わりがよくわかります。それだけで

なく、日本の移り変わりも知ることができます。

発展途上国の農家にオス豚とメス豚を 1 匹ずつ贈りそれらを繁殖させて農家を豊かにするという

プロジェクトを実施しているクラブがありますが、昭和 30 年代には、同じようなプロジェクトを発

展途上国の農家ではなく、日本国内の農家を支援するために実施していました。高度経済成長の

前ですから、日本もまだまだ貧しかったのだと思います。また、ロータリークラブが寄贈する駅の置き傘も、ビニールやナイ

ロンの傘ではなく、番傘だった時代がありました。人々の服装や髪型も随分違っていました。

日本の状況やロータリーの活動の変化に合わせて、『ロータリーの友』の編集も随分変わりました。創刊当初は、小さな

文字で埋め尽くされていて、写真や余白があまりありませんでした。もちろん、表紙以外は全部モノクロ写真です。今では

文字も写真も大きく、カラフルになりました。サイズも B5 判からＡ4 変型判へと少し大きくなりました。

しかし、変わらないこともあります。それは、日本国内のロータリークラブの活動やロータリアンの思いがいっぱい詰まっ

ているということです。『ロータリーの友』は、ロータリー地域雑誌として国際ロータリー（ＲＩ）から認定を受けている雑誌

ですから、ＲＩの規則に沿って、ＲＩの機関誌『TheRotarian』からの転載記事を掲載していますが、誌面のほとんどが、国内

のロータリアンから送られてくる活動の記事や、自らの思いを綴ったエッセイで構成されています。国内ロータリアンの記事

をできるだけたくさん掲載して、日本のロータリアン同士がお互いに情報を共有する懸け橋になるという、創刊当初の目的は、

これからも変わることがないと思います。

今年度ＲＩ会長の田中作次氏は、「ロータリアンなら誰しも、自分にとって特別な意味のある経験があるかと思います。これ

を、『ロータリー・モメント（心に残るロータリー体験）』と呼ぶ人もいます。このような経験を分かち合うことは非常に大切

なことだと私は信じています。事実や数字だけでは、それ以上のことは相手に伝わりません。しかし、個人的体験は、相手

の心に訴え、友情を築く力があります」と、昨年 8 月号の「ＲＩ会長メッセージ」に書かれています。そして、皆さまがロー

タリーでの個人的な体験を話し、皆さまの情熱を伝えてほしいと奨励されています。

『ロータリーの友』では、9 月号から「ロータリー・モメント（心に残るロータリー体験）」という欄を新設し、皆さまから

寄せられた原稿を掲載しています。ここに掲載されているものは、それぞれが体験されたロータリアンでなければ経験する

ことのできない貴重な経験談ばかりで、「感動をしました」という反響をたくさんいただいています。しかし、この欄ばかりで

なく、『ロータリーの友』に掲載しているすべての活動について、その活動に「ロータリー・モメント」を見いだされたロー

タリアンが存在し、その思いを記事の行間から読み取ることができます。

『ロータリーの友』は、そういう雑誌だと思います。皆さまのロータリー活動を、ロータリーに対する思いを『ロータリーの友』

にお送りいただき、日本全国のロータリアンと分かち合ってください。
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Words

地区雑誌・広報委員会 委員長

松澤 政彦

雑誌月間によせて

私、松澤が地区雑誌・広報委員会に始めて参加致しましたのが、今から７年前になります。過去

３人の委員長様のもとでご奉仕させていただきました。今年度前委員長の都合で急遽この１月１日

よりガバナーのご指名で委員長を拝命、その重責に戸惑いながらも御奉仕頑張りたいと思っており

ますので、ご協力宜しくお願い申し上げます。

さてロータリアンの皆様、私達ロータリアンの義務の一つであります「ロータリーの友」購読に

ついては私が申し述べるまでも無く皆様方実践していただいておられますことと理解いたしており

ます。

以前のガバナー月信４月号、雑誌月間にちなんでにその時の委員長様が（「友」誌は機関紙であって、広報を目的に編集

されていませんのでロータリアン以外の方が読まれると理解困難な箇所もある。またロータリーの存在を広く一般社会に知っ

ていただくための活用方法の一つでもある）と寄稿されていました。

今年１月号の友誌の中にRally to the finish ポリオ撲滅サイクリング、ドイツの二人のロータリアンが自転車でバイエル

ン地方の田園地帯を走り抜ける記事がありました。私は興味深く読ませて頂きました。一般の人でも文章と写真で面白く見

て頂けると思いました。ロータリーの友誌を内部広報として、また、外部広報にどう有効活用するかは皆様方個人個人の判

断に委ねなければなりません。少し前のことですが、ある大きな総合病院にいきましたら、そこのマガジンラックにロータリー

の友を見つけました。なんだか嬉しい気分になったのを覚えています。当然一般の人々もお目にとまったのではないでしょう

か。

お願い事を３点申し述べます。

１．「地区ホームページ」の活用

①当 2640 地区のホームページをご覧下さい。

「地区について」の中に、ロータリーの友地区だよりを掲載しており、その月号の読みどころを紹介しています。

・是非みなさんにお読み頂きたい記事

・読んで面白い記事

・感銘を受けた記事

・情報発信された方々

以上の項目について各クラブ雑誌広報委員長様より月初め第一例会にてクラブの皆様方にロータリーの友誌の読みどころ

のご紹介をお願い致します。

②同じくホームページ「クラブについて」

クラブ活動報告が掲載されています、ここには日付順に各クラブの奉仕活動が一覧表で紹介されていますので、各クラブ

の奉仕活動をもれなくガバナー事務所に情報発信お願いします。
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２．「ロータリーの友」誌への投稿

③クラブ雑誌広報委員長様にクラブで自慢の奉仕活動の投稿をお願い致します。昨年 9 月２２日テクスピア大阪にて、クラ

ブ雑誌広報委員長会議が開催されました。「ロータリーの友」誌の二神典子編集長様が特別講演で、投稿のお話がありま

した。迫力ある写真を添付して投稿お願いします。

最後になりましたが、去る２月２３日午前１０時より国際ロータリー創立記念事業、関西国際空港４階出発フロアーで行われ

ました「国際ロータリー（第 2640 地区）へのご招待」。これは国際ロータリーの地区広報活動といたしまして、2750 地

区東京羽田国際空港と同時開催のイベントでした。空港内のインフォメーションボードにＲＩ「ポリオ撲滅運動」コンテンツの放

映１ヶ月間、2640地区の奉仕活動写真パネル展示。このイベントには北中ガバナーほか、パストガバナー、ガバナーエレクト、

ガバナーノミニー、米山奨学生、青少年交換学生、東京よりお二人の地区公共イメージ委員会の方々、2640 地区の多く

のロータリアンが参集され盛大に開催いたしました。また当日大森会員（高石 RC）とそのご社中によるお茶会では、かくも

華やかにオープニングセレモニーに花を添えて頂き、そして多くの一般の人々が日本伝統のお点前を楽しんで頂きました。

このイベントの大成功は地区ロータリアンの皆様方のご協力のお陰と、地区雑誌・広報委員会一同御礼と感謝申し上げます。

ロータリーについて広報する

（http://www.rotary.org/ より）

ロータリーに一般の人々の目を向けさせることは、プレスリリースを発行したり、地元のメディアとの連絡を維持す
るだけの作業に留まりません。国際ロータリーは、既製の公共奉仕広告を提供しており、クラブはこれを地元にふ
さわしい形に手を加えて活用するよう奨励されています。 

特別行事とその他の広報の機会

フランスのロータリアンは、全国ロータリー・デーを記念して映画の試写会を催し、脳研究のための募金を集める
と同時にロータリーの推進を行うことに成功しました。その他の広報の機会には、以下のような種類があります。 

・ケーブルテレビや公共放送 　・広告看板、ポスター、サイン 
・新聞の折込広告　・クラブのパンフレット 　・発表、講演 

従来型メディアを超えて

21 世紀におけるロータリーの広報では、従来型メディアの枠を超えて考える必要があります。新しいテクノロジー
が発達してもプレスリリースは今なお健在ですが、テクノロジーは確実に主力メディアの一つとなっています。

ブログとポッドキャスト

ブログは、文章、音声、ビデオ、画像などを含めた、日記形式のウェブページです。2004 年 12 月、津波がス
リランカを襲った際、コロンボリージェンシー・ロータリー・クラブは募金集めや救援活動の調整のために、ブロ
グを活用しました。ポッドキャストは、インターネット上で配布されるデジタル音声ファイルで、通常、定期配信を
行います。 その他の新しいメディア形態には、電子プレスリリース、Eメールによる配信、ビデオのアップロードな
どがあります。アップロードしたビデオを一般に公開できるウェブサイトは 50 以上存在し、ここでもロータリーの
活動を広報することができます。
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山東　広宣
さんどう　ひろのぶ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

海南西
木造建築
1960年8月8日

仲川　正明
なかがわ　まさあき

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

松原中
不動産賃貸
1949年1月6日

森川　恵美子
もりかわ　えみこ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

大阪狭山
女性塾
1937年11月26日

向　陽
こう　よう

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

堺フラワー
映像制作
1974年8月16日

福田　貴久
ふくだ　たかひさ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

白浜
郵便事業
1961年9月4日

横出　利之
よこで　としゆき

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山南
旅行斡旋
1969年2月9日

訃報

西本　洋 様
和歌山RC

1938年12月13日 生
2013年2月12日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：
表彰　　 ：

34年1ヶ月
写真撮影
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー3回
第2回米山功労者マルチプル

岡田　一三 様
和歌山南RC

1917年4月4日 生
2013年2月15日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：
表彰　　 ：

51年3ヶ月
歯車製造
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー3回
第4回米山功労者マルチプル

新入会員のご紹介

PHF・ＭPHF・ベネファクター 認証者
  2013年2月

Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー　　数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　　ＢＥ・・・ベネファクター

Club Name

Wakayama Wataru Kimura F 
Wakayama Katsuyuki Miyamoto 3
Wakayama Mikio Wanaka 2
Wakayama Tetsuro Orito 1
Wakayama Hiroshi Nishimoto 3
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米山功労者
2013年2月

公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会　表彰制度

個人の表彰

・特別寄付金の累計額が対象です 
・準米山功労者（対象者：累計額 3 万円）が復活しました 
・累計額 100 万円未満は 10 万円ごとに感謝状、100 万円以降
は 10 万円ごとの感謝状に加え、100 万円ごとにピンバッジ
（400 万円以上はクリスタルの盾）が贈られます 

法人の表彰

・特別寄付金の累計額が対象です 
・準米山功労法人は、5 万円以上 35 万円未満から、5 万円以上
50 万円未満へと変更されます 

・米山功労法人は、35 万円毎の表彰ではなく、50 万円の 1 回の
みとします 

（公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会 HPより）

クラブの表彰

クラブ 氏名 表彰名

高石 淡野 勝也 第2回 米山功労者マルチプル
高石 松井 哲治 第2回 米山功労者マルチプル
高石 池尾 平治 第2回 米山功労者マルチプル
高石 奥野 禎 第3回 米山功労者マルチプル
和歌山東南 奥村 智子 第2回 米山功労者マルチプル
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文　庫　通　信 BUNKO TSUSHIN

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電

話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は

ホームページで PDF もご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

◎「奉仕の理想と二つの標語」　安孫子貞夫　2013　2p　（D.2800 月信）

◎「Awareness は対内が基本」　大之木精二　2013　1p　（D.2710 月信）

◎「RI の戦略計画は何処までクラブを活性化できるか」　坂本俊雄・服部芳樹・井上暎夫　2013　7p　（D.2720 月信）

◎「ロータリーの奉仕と平和」　朴柱寅　2012　9p　（D.2790 地区大会記念誌）

◎「Eクラブの設立・現状と課題」　杉田博　2012　10p　（D.2710 地区大会特集号）

◎「ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を」　ロンD．バートン　2013　4p　（2013 年国際協議会講演集）

◎「新世代」　田中作次　2013　3p（2013 年国際協議会講演集）

◎「ロータリーソング誕生秘話」　岡村健　2012　6p（福岡南 RC 月報）

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

◎「DVD ／田中作次物語」　D.2770　2012

［申込先：D.2770FAX(048)827-0011]

最近の「ロータリー情報」より （２）

ロータリー文庫

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日
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お知らせ

ロン・バートンRI 会長エレクトは、2013-14年度のRI 副会長としてアン L. マシューズ氏を、RI 財務長としてアンディ・

スモールウッド氏を選出しました。 

1989 年来のロータリアンであり、米国サウスカロライナ州のコロンビア・イースト・ロータリー・クラブに所属する

マシューズ氏は、これまでに、ロータリー財団管理委員、ロータリー財団地域コーディネーター、RI 会長代理、研修リー

ダーセミナーの研修者、委員会委員、実行グループメンバー、地区ガバナーを歴任しました。RI 超我の奉仕賞、ロータリー

財団功労表彰状と特別功労賞の受賞者であるマシューズ氏は、マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、ロータリー財団

ベネファクター、遺贈友の会会員、メジャードナーでもあります。 

1981 年来のロータリアンであり、米国テキサス州ヒューストンのゴルフウェイ・ホビー・エアポート・ロータリー・

クラブに所属するスモールウッド氏は、これまでに規定審議会代表議員、RI 会長代理、実行グループのゾーンおよびエ

リアコーディネーター、恒久基金全国アドバイザー、ロータリー財団地域コーディネーター、ポリオ撲滅民間部門キャン

ペーン委員長、委員会委員、RI 研修リーダー、研修リーダーセミナーの研修者、地区ガバナーを歴任しました。RI 超我

の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞の受賞者であるスモールウッド氏は、夫人のアニータさんとともに、

メジャードナーおよびロータリー財団遺贈友の会とポール・ハリス・ソサエティの創立会員でもあります。 

（http://www.rotary.org/ より）

2013-14年度 RI副会長と財務長が選出される

会員アクセスを使っていますか？
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お知らせ

河内長野ロータリークラブ・( 財 ) 自転車センター関西サイクルスポーツセンター主催「恋で、婚活」～自然・自転車・

BBQ・健康家族になろうよ～ のお知らせを掲載いたします。自然あふれる奥河内（河内長野）で、自転車をこいで、バー

ベキューを楽しみながらベストパートナーを見つけるエコで健康的なアウトドアパーティーで、河内長野の地域経済の活

性化に寄与することを目的に行われる社会奉仕事業の一環です。

Bridal 支援委員会としては、本事業の応援及び協力を考えております。会員皆様よりご興味ある方々へお知らせいただ

きますようお願い申し上げます。

（お問合わせ先：河内長野ロータリークラブ事務局）

Bridal( ブライダル )支援委員会よりお知らせ
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行事報告

3 月 2日（土）
米山記念奨学生期間終了者歓送会　ホテルサンルート関空

3月 3日（日）
青少年交換第 4回 長期派遣候補生オリエンテーション　りんくう国際物流センター
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行事報告

3 月 9日（土）3月 10日（日）
会長エレクト研修セミナー [PETS]　スターゲイトホテル関西エアポート

3月 17日（日）
次年度のための地区チーム研修セミナー　スターゲイトホテル関西エアポート

3月 10日（日）
ロータリー財団補助金管理セミナー　スターゲイトホテル関西エアポート

3月 29日（金） 30 日（土）31日（日）
ライラセミナー　大阪府立青少年海洋センター
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第２６４０地区　出席報告（2013年2月）

 Rotary E-Club
Sunrise of Japan


